
(CFB-lボードの使用法ならびに注意点〉

。別紙白基本配線図通りに接続して下さい。信号入出力の配線は線材により相当音が

変わりますので注意が必要です。使い慣れた良質の線材か、弊社のスパイラル線をお

薦めします。電源配線用の線材は一般のビニール線でもさほど害はありません。

但しグランド用は太めの線をお使いください。

。一般に出力アッテネータ (AT T)は低域側に関しては不要です。

中、高域側は 1k QのATTを入れることで約 1d Bゲインが低下しますので注意し

て下さい。

音質上、巻線VRをお薦めしますが、 10回転VRの場合は右または左に回し切った

ところで目盛りを正確に 10. O. 0.0に合わせて取付けるのがポイントです。

@3ウェイの場合、 1枚のボードを片 ch用に使うのが標準ですが、 2→3ウェイの

増設用に入力回路なしのタイプも用意いたします。

(C Rボードを差替える時は VR1. 2でDCオフセットを取直して下さい)

。スピーカーの極性は聴感で決める方法もありますが、周波数特性を視覚的にも確認

したいときは弊社RC -1 (レスポンスチェッカー)あるいはTS-l、SL-lを

ご利用ください。
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